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物
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探
たん

索
さく

行
こう

動
どう

	 	薬
やく

物
ぶつ

を切
き

らすまいとして、うそをついたり、万
まん

引
び

き、窃
せっ

盗
とう

、恐
きょう

喝
かつ

、売
ばい

春
しゅん

などあらゆる

手
しゅ

段
だん

を使
つか

って薬
やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れようとする行
こう

動
どう

。

●耐
たい

　　性
せい

	薬
やく

物
ぶつ

を繰
く

り返
かえ

し使
し

用
よう

することによって効
こう

果
か

が弱
よわ

くなり、使
し

用
よう

する量
りょう

が増
ふ

えていくこと。

●退薬症状

（禁
きん

断
だん

症
しょう

状
じょう

）

	薬
やく

物
ぶつ

を中
ちゅう

断
だん

したり、減
げん

量
りょう

した時
とき

に現
あらわ

れるイライラ、気
き

分
ぶん

の落
お

ち込
こ

み、不
ふ

眠
みん

、嘔
おう

吐
と

、下
げ

痢
り

などの心
しん

身
しん

の症
しょう

状
じょう

●精
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神
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の障
しょう
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	薬
やく

物
ぶつ

の作
さ

用
よう

により引
ひ

き起
お

こされる脳
のう

の障
しょう

害
がい

。幻
げん

覚
かく

、被
ひ

害
がい

妄
もう

想
そう

などの精
せい

神
しん

病
びょう

の症
しょう

状
じょう

や、

意
い

欲
よく

の減
げん

退
たい

、記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

など。

●身
しん

体
たい

の障
しょう

害
がい

	薬
やく

物
ぶつ

の作
さ

用
よう

により引
ひ

き起
お

こされる全
ぜん

身
しん

の臓
ぞう

器
き

にみられる障
しょう

害
がい

。

薬
やく

物
ぶつ

乱
らん

用
よう

は

自
じ

分
ぶん

だけじゃなく、

人
ひと

に危
き

害
がい

を与
あた

えて大
おお

きな

迷
めい

惑
わく

をかけることも

あるんじゃ！

でもさ、個
こ

人
じん

の問
もん

題
だい

だろ。

俺
おれ

が楽
たの

しいんだから

いいじゃん。

お金
かね

なくなったら

買
か

えなくなるし、

止
や

めるんじゃないかな？

ダメ。

ゼッタイ
。


